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鶏コクシジウム症における感染様式と発病の
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動物は群毎にバタリーケージに収容した．

病原体はＥａｃｅｒＭ伽とＥｒｅ'zeZmを用いた．い

ずれも農林省家畜衛生試験場（角田博士）より分与をう

けたもので，薬剤の処理をうけず，当所で継代されたも

のであった．

以上の実験条件は前報（及川ら，1975）と全く同一で

あった．

感染様式は強制的経口１回感染（１回感染と略称す

る)，強制的経口１日１回感染を４～５日反覆感染(反覆

感染)，および飼料添加による連続４～５日間感染（連

続感染）の３種類とし，これに１回または１日当りの投

与オオシスト数を，Ｅace（Ｍ"αでは５×103個およ

び５×104個の２種とＥ・ZellcZJaでは８×102個，３．２×

103個および1.3×104個の３種とをそれぞれ組合せて合

計６種の感染数とした．したがって感染群の数は18群で

あった（Tablel)．これらの感染数は前報における単一

種感染の成績との比較のため同一数を用いた．さらに，

単一種感染対照群として，ＥaceﾉｰzwJ/'ｚａ５×104個１

回感染とＥＺｅ"eZ肱１．３×104個１回感染の２群と，無

感染対照群を１群設けた．

飼料添加による連続感染の場合には，投与予定数のオ

オシストを１日で食い尽す既知量の飼料(Pairedfeed）

に添加し，既知量の水を加えてよく練り，１日中湿気が

保たれるようにした．残餌量がある場合には，計算によ

り摂取された，オオシスト数ならびに飼料の量を算出し

た．

観察は初感染後14日までとした．臨床症状は糞便の変

状を主とし，Ｅ、aceγU川"α感染による粘液便，Ｅ、

緒言

著者らは野外における鶏コクシジウム症の発病の実態

を解折する手がかりを得るため，実験室内の条件下で，

感染様式と感染量を種々に変えて組合せた場合に，発病

の程度ならびにオオシスト産生のパターンがいかに変る

かを検討した．

前報（及川ら，1975）ではＥ/'"e7iaacel-zwJi"α感染

とＥ・ｚｅＭｍ感染のそれぞれの単一種感染の場合につ

いて検討した．その結果は，経口１回感染，経口反覆感

染，飼料添加連続感染の３種類の感染様式を設定し，こ

れに３段階の感染数を組合せると，症状の強さは両種の

場合ともに，初期の或る期間内に感染したオオシストの

総数によって著しく影響をうけ，感染総数が等しければ

感染様式による影響は著しくなく，また，オオシスト排

出のパターンは感染様式および感染数とはほとんど無関

係に一定の傾向を示した．

野外における鶏のコクシジウム感染の状況をみると，

実際にはＥ・ａｃｅｒＭｉ"αとＥ・Ｚｅ"e"αの混合感染が比

較的多く，感染例の25％を占める事実(ＯｉｋａｗａｅＺａム

1974）にかんがみ，今回は両種の混合感染の場合につい

て検討したので報告する．

材料および方法

動物は当所で繁殖育成したコクシジウムフリーの白色

レグホンＬＭ系鶏（日生研由来）で，８日齢のものを

各群８羽ずつ用いた．飼料は奈良県忠岡飼料ＫＫ製の

薬剤無添加チックフードを与えた．

動物飼育室は温度25±2°Ｃ，湿度40～６０％に空調し，

（７）
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TablelDesignfortheexperimentalinfectionwithmixedspeciesofEi"ze7zα
●

aceﾊﾟﾋﾞﾉz（J/"αａｎｄＥ．／e"eZminchickens

Ｅ、ace7U"〃"ａ Ｅ・左"eZZa
Grandtotal

Nqofoocysts
infected

Ochick
/５days）

TotalNq

ofoocysts
infected

Vchick
/５days）

Ｎｏ．ｏｆｏｏ‐

ｃｙｓｔｓｉｎｏ‐
culated

(/chicｋ
/day）

Ｎｏ．ｏｆｏｄ

ｃｙｃｔｓｉｎｏ‐
culated

(/chicｋ
/day）

TatalNq

ofoocysts
infected

(/chick
4/days）

Modeof

infection
Group
Ｎｏ． Rep

eti‐

tion

Rep
eti‐

tion

１
２
３
４
５
６

５×１０３

５×１０４

５×１０３

５×１０４

５×１０３

５×１０４

５×１０３

５×１０４

５×１０３

５×１０４

５×１０３

５×１０４

８×１０２

８×１０２

３．２×１０３

３．２×１０３

１．３×１０４

１．３×１０４

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１

８×１０２

８×１０２

３．２×１０３

３．２×１０３

１．３×１０４

１．３×１０４

５．８×１０３

５．０８×１０４

８．２×１０３

５．３２×１０４

１．８×１０４

６．３×１０４

Oral

single
infection

７
８
９
０
１
２

１
１
１

2.5×１０４

２．５×１０５

２．５×１０４

２．５×１０５

２．５×１０４

２．５×１０５

５×１０３

５×１０４

５×１０３

５×１０４

５×１０３

５×１０４
５
５
５
５
５
５

８×１０２

８×１０２

３．２×１０３

３．２×１０３

１．３×１０４

１．３×１０４

４
４
４
４
４
４

３．２×１０３

３．２×１０３

１．３×１０４

１．３×１０４

５×１０４

５×１０４

２．８２×１０４

２．５８×１０５

３．８×１０４

２．６×１０５

７．５×１０４

３．０×１０５

Oral

repeated
infection

５×１０３

５×１０４

５×１０３

５×１０４

５×１０３

５×１０４

５
５
５
５
５
５

２．２×１０４

２．２×１０５

２．３×１０４

２．２×１０５

２．２×１０４

２．２×１０５

８×１０２

８×１０２

３．２×１０３

３．２×１０３

１．３×１０４

１．３×１０４
３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１

４
４
４
４
４
４

３．２×１０３

３．２×１０３

１．３×１０４

１．３×１０４

５×１０４

５×１０４

２．５×１０４

２．２３×１０５

３．６×１０４

２．３３×１０５

７．２×１０４

２．７×１０５

Ｆｅｅｄａｄｄｅｄ

ｓｕｃｃｅｓｓ１ｖｅ

ｉｎｆｅｃｔｉｏｎ

り，臨床症状および死亡率が相乗的に高められることを

示唆する．

初感染後14日までの体重の変化はＦｉｇ．１に示す．各

感染様式ともに感染数に並行して体重増加の抑制が認め

られた(感染総数の影響)．反覆または連続感染の:各群で

は，１回感染に比し体重増加が著しく抑制される傾向で

あった．これを同じ期間における増体重について比較す

ると，同一感染数（１回又は１日当りの）の１回感染よ

りは反覆または連続感染の影響が顕著であった（感染総

数と感染様式の影響)．さらに，増体重を各感染様式で

比較すると，初期の感染総数を同一として，これを１回

で感染させた場合よりは，これを何回かに分けて反覆感

染させた場合，または小数に分けて連続的に感染させた

場合の方が増体重の抑制が強く現われた（感染様式の影

響）（Table３)．

反覆または連続感染の影響は飼料摂取量と増体重の

比率，すなわち飼料要求率において顕著に認められた

(Table３)．

以上の成績から両種の混合感染においては宿主の症状

におよぼす感染様式の影響は臨床症状（糞便の,性状）な

らびに死亡率に対しては認められなかったが，増体重に

ze"e〃感染による血便の状況をしらべた．また，蝿死

数を記録し，死亡率を算出した．飼料摂取量は群別に，

体重は個体別に，それぞれ２日毎に測定した．飼料要求

率（Feedconversionratio)は飼料摂取量と増体重から

計算により求めた．糞中のオオシストを検索し，Patent

periodの期間中は糞１９中のオオシスト数(OPG)を毎

日測定した．

成績

EacerUz`//"α感染の症状である粘液便の排泄および

Ete"e』ん感染の症状である血便の排泄は各感染様式と

もに感染数の増加と並行する傾向にあった．これらの症

状および死亡率の感染様式による差は著しくなく，すな

わち，同一感染数を１回感染させた場合でも，その数を

反覆または連続感染させた場合でも大差は認められなか

った（Table，２)．

また，死亡率に関与するものは主にＥｌｌｅ"α/幻の感

染であるが，その感染数を一定として，Ｅ・aceγUz`""α

の感染数を増した場合についてみると粘液便の排泄が強

められるばかりでなく，血便の排泄も強まり，死亡率も

高くなる傾向があった(Table２)．これは混合感染によ

（８）
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Table2Mucousfeces（Ｅ・a.）andbloodydropping（Ｅｔ.)，ａｎｄｎｕｍｂｅｒｏｆｄｅａｔｈｉｎｍｉｘｅｄ
ｉｎｆｅｃｔｉｏｎｗｉｔｈＥ．αceru2zZ/"αａｎｄＥ・ｒｅ"eZh

Daysaftertheinitialinfection Ｎｕｍｂｅｒ

ｏｆ

ｄｅａｔｈ

Group
Ｎｏ．

２３４５６７８９１０

Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ

＋
O/８

１/８（13％）

O/８

２/８（25％）

5/８（63％）

4/８（50％）

１
２
３
４
５
６

十
一
十，
１

１／
し

＋
＋
升+卜

１
１
１

１
５
４

く
く
く

什
十
十
什
什
舟
十
冊
什
舟

Ｊ１く

什
什
升
十
一
升
什
什

十
士
十+}

士
十
什
十

十
士
十＋

Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
ｌ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｍ
Ｂ

十
一
冊
一
十
一
粁

一
一
十
一
一
一
十

１
１
Ｊ

１
１
４

く
く
ｌ

＋
＋
什
十
什
舟
什
什
什
舟
什
什

１
１
１

２
６
１

く
く
く

＋
｜
＋
升
什
十
一
什
什
什
十
什
什
舟

O/８

１/８（13％）

1/８（13％）

2/８（25％）

8/8(100％）

5/８（63％）

７
（
５
ｑ
）
０
１
？
】

「
上
１
▲
『
１

ｊ

＋
＋
｜
＋
＋
什
十
升
０
什
什

＋(1)

士
十

＋
＋
枡
＋

＋
＋＋

１
Ｊ

１
１
く
く

＋
＋
升
十
十
十
冊
十
十
什
枡
枡

７
Ｊ

２
３
く
く

＋
＋
什
什
十
什
什
升
十
冊
什
什

O/８

０/８

０/８

０/８

３/８（38％）

6/８（75％）

３
４
５
６
７
８

１
１
１
１
１
１

１２く

＋
＋
冊
十
一
冊
什
什
什
什
十
冊

十
士
什＋

＋

〒
士
十
十
什
士
十

十
一
什
一
十 ＋

Remarks・GroupＮｏ．１～１８：ＳｅｅＴａｂｌｅＬ

Ｍ：Mucousfeces，Ｂ：Bloodydischarge，（）：Ｎｏｏｆｄａｔｈ

対しては顕著に認められることが示された．－ンは単一種感染の場合と全く同様で，混合感染による

PrepatentperiodはＥａｃｅｒ?〃i"αでは感染様式お影響は認められなかった．

よび感染数に関係なく単一種感染の場合と同様，初感染Ｅｚｅ"ｅＪｍのＯＰＧ値は感染様式および感染総数に

後４日であったが，ＥｒｅＭＺａではどの群も初感染後６ 関係なく，初感染６日後に最高値を示し，以後漸減し，

日であって，単一種感染の場合より１日早かった．これ１４日後までにオオシストはほぼ陰性となった(Fig.２)．

は混合感染による影響と推測される．したがって，ＯＰＧ値およびpatentperiodに関しては

ＥａｃｅｒｚＭｉ"αのＯＰＧ値は感染様式，感染総数に関単一種感染の場合と全く同様で，混合感染の影響は認め

係なく，初感染５日後に最高を示し，以後漸次低下し られなかった．

１回感染では14日までにオオシスト陰』性となったが，反なお，本実験の混合感染に対する対照として設けた

覆または連続感染ではPalentperiodはやや延長されＥ・ace河""刀αとＥＺｅ"eZmそれぞれの経口１回感染

る傾向にあった（Fig.２)．このオオシスト排泄のパタの各群の成績は，前報（及川ら，1975）の成績をほぼ再

（９）
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Oralsingleinfection 【)rａｌｒｅＤｅａｔｅｄ ９Ｅｕ品
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Remarks・GroupNo.ｌ～１８：SeeTableLDaysaftertheinitialinfection

Fig，１ＣｈａｎｇｅｓｏｆｂｏｄｙｗｅｉｇｈｔｉｎｃｈｉｃｋｅｎｓｉnfectedwithE．αce7u"Z/"αａｎｄＥ、Ｚｃ"eZZa

Table3Totalfoodintakeandbodyweighｔｇａｉｎｉｎｓｕｒｖｉｖｏｒｓｄｕｒｉｎｇａｐｅｒｉｏｄｏｆｌ４ｄａｙｓ
ｏｆｍｉｘｅｄｉｎｆｅｃｔｉｏｎｗｉｔｈＥ．αcer1zMi"αａｎｄＥ・Ｚｅ"eZZa

Totalfoodintake

(g/chick/１４days）
Group
Ｎｏ．

Ｂｏｄｙｗｅｉｇｈｔｇａｉｎｓ
(g/chicM4days）

Feedconversionratio

(101％）

(86）

(95）

(83）

(87）

(79）

(91％)Ｄ

(73）

(89）

(71）

(75）

(56)*＊

１
２
３
４
５
６

４
２
６
４
４
２

７
３
５
２
３
１

２
２
２
２
２
２

７
３
８
４
４
４

１
１
１
２
３
１

＋
｜
＋
｜
＋
｜
士
十
一
十
一

２
２
０
９
４
３

０
８
０
７
８
６

１
１

(111％）

(116）

(106）

(118）

(112）

(145）

２．６９

２．８０

２．５６

２．８５

２．７２

３．５０

(79）

(59)*＊

(54)*＊

(35)*＊

(91）

(64）

(68）

(56）

５
８
９
４

１
２
１
１

士
十
一
十
一
十
一

８
６
０
９

８
６
６
３

(115）

(139）

(128）

(180）

７
８
９
０
１
２

１
１
１

246

172

184

152

２．７８

３．３６

３．０９

４．３６

154（57） 28±2３（25)*＊ 4.97（205）
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Ｊ
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Ｊ
１
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０
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０
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８
７
８
７
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く
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く
く
く

＊
＊
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＊
＊
＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
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ノ
、
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４
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〉
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１
１

〈
Ｏ
Ｐ
Ｏ
〈
０
４
４
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Ｏ
ｎ
ｏ

ｒ
１
ｒ
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ｒ
し
ｒ
し
ｒ
Ｎ
７
１

３
４
５
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７
８

１
１
１
１
１
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８
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０
８
２
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８
１
９
０
５

２
１
２
１
２
１

５
１
０
９
７
６

２
１
１
１
１

＋
’
十
一
十
一
十
一
十
一
十
一
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３．１１

４．４１

Control 270(100） 112±13(100） 2.42（100）

Remarks、GroupＮｏ．１～１８：ＳｅｅＴａｂｌｅＬ

ａ)：Mean±standarddeviation（％ｔｏｔｈｅ

現したので，その記載を省略する．

uninfectedcontrol)．＊：Ｐ＜0.05,＊＊：Ｐ＜０．０１

死亡率との関係に注目カヨはらわれ（Gardiner，１９５５；

Horton-Smith,1973;JankiewiczetaL1934;Joyner

eZaL，１９６０；Swales，１９４４；WaletzkyeZaZ.，1949）

体重の変化についての報告は比較的少い（ＯｉｋａｗａｅＺ

ａＺ.，1971)．Ｅ・aceγU"""αについては感染したオオ

シスト数と体重の変化との関係に注目した報告が多い

（Ｈein，１９６８；Long，１９６８；ＭｉｃｈａｅｌｅｒａＪ.，１９７１；

考察

鶏コクシジウムの病原性に関する綜説は多数ある

(ＤａｖｉｅｓｅＺａＺ.，１９６３；ＨａｍｍｏｎｄｅＺａＺ.,１９７３；Ｋhe‐

ysin，１９７２；Levine，１９６７；Pell6rdy、1965)．EZe"‐

eノルでは感染したおオシストの数と出血の程度あるいは

（１０）
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Remarks､１～１８：ＳｅｅＴａｂｌｅｌ．Daysaftertheinitialinfection

Fi９．２ＣｈａｎｇｅｓｏｆＯＰＧｄｕｒｉｎｇａｐａｔｅｎｔｐｅｒｉｏｄｉｎｍｉｘｅｄｉｎｆｅｃｔｉｏｎｗｉｔｈＥ、
ace（ｗＺｉ"αａｎｄＥ、ｚｅ"eZZa

Morehouseerα/､、１９５８；Preston-Mafham、ααZ.，強さはその感染様式の差よりは，初期のある期間内にお

1970；ＲｅｉｄｅｒａＬ１９７０)．また飼料摂取量や飲水量のいて感染されたオオシストの総数によって著しい影響を

変化について報告したものもある(ＲｅｉｄｅＺａＺ.,1965)．うけることが明らかにされた．したがって，どの様な感

しかしこれらの研究の多くは単一種を経口的に１回感染染様式であっても，感染総数が症状の強さを支配するこ

させた実験についての報告である． とが示された．

野外においては，いくつかの種が反覆的あるいは連続本報告では，両コクシジウムを混合感染させた場合に

的に感染する機会が多く，自然感染例ではＥａｃｅ,-℃趾ついて，感染様式および感染数を単一種の場合と同じ条

J/"αとＥｚｅ"e"αの混合感染がコクシジウム感染例の件で組合せて，しかし，感染数はその低用量を用いて実

2596を占める（ＯｉｋａｗａｅｒａＺ.，1974）事実を考慮する 験を行った．

と，これらの報告は野外での実態を解折するには十分なその結果，単一種感染と混合感染の間では，感染様式

資料を提供し得ないと考えられる．および感染数と症状の強さとの関係にかなりの相違が認

この様な野外における感染様式と病原性の関係を検討められた．

するには，実験モデルとしては野外における条件にでき第１に，混合感染の場合には，単一種感染の場合から

るだけ近い条件を実験室内で設定する必要のあることはは推測できないほどに強い，すなわち，「相乗的」な影

当然である． 響が宿主に加えられたことであった．たとえば，単一種

前報（及川ら，1975）では我国のブロイラーにおいて感染ではそれぞれ軽い症状を示すIこすぎない感染数，

最も分布度の高いＥ、aceγ”/伽と病原`性が最も強いＥ・acel-U"Zilzaの５×104個/羽とＥ・ZelzeZmの８×

とされるＥ花"e"αについて，それぞれの単一種の経102個/羽を混合して１回感染させただけで出血は著し

口１回感染，経口反覆感染，飼料添加連続感染（三種のく，死亡例がみられる強い症状が現われた．この場合の

感染様式）を試みたところ．両種の場合ともに，症状の致死作用は強い出血をもたらすＥｚｅ"eJmが主であり，

（１１）
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ＧａｒｄｅＺａＪ.，１９７０；JohnsoneZaZ.，1970）が報告され

たが，この方法では感染様式は一定せず，摂取されるオ

オシストの数が不明なので本実験の目的には適切ではな

い

本実験の成績は少くとも２種以上のコクシジウムを混

合して，反覆あるいは連続的に感染させた場合の症状と

オオシスト産生について，さらに詳細な検討が加えられ

る必要性を示唆する．そして，従来圧倒的に多かった単

一種感染の実験から脱却して，実験室内において野外で

の実態により近い条件の再現を試みた点で意義があると

考えられる．

E・acerMillaは極端に多数の感染がなければ致死作用

を現わさない（ＤａｖｉｅｓｅｔａＬ，１９６３；Levine，１９６７；

Pell6rdy，1965）のであるから，混合感染ではＥｚｅ‐

"e"αの出血および致死作用はＥ・aceγＭ伽の少数の

感染によって著しく増強されたものと考えられる．

第２は，単一種感染では感染様式による影響よりはあ

る期間内における感染総数が症状を支配する傾向にあっ

たが，混合感染においては，感染様式の影響が，臨床症

状と死亡率を指標とする急性症状と増体重抑制を指標と

する慢性症状に著しい相違がみられ，後者に対しより強

い影響が認められた．

したがって，混合感染においては，宿主の増体重に与

える影響は三種の要因，すなわち，（a）二種のコクシジ

ウムの同時感染の影響，（b）感染様式とくに反覆あるい

は連続感染の影響，（c）感染総数の影響，が複雑に関与

していることを示すものである．

これらのことから，混合感染における病原性の指標と

しては，臨床症状，死亡率および増体重の抑制が同時に

重視されるべきであり，とくに経済動物としての鶏では

飼料要求率の増大（Table３）にも注目しなければなら

ない．

混合感染におけるオオシスト排泄のパターンでは，

ＥＺｅ"ｅＪｍのPatentperiodが１日短縮された以外は，

Ｅ・Ｚｅ"eZJaのＤＰＧ値およびPatentperiod・Ｅａｃ‐

ｅｒＵ"""αのPrepatentperiodOPGおよびPatent

periodいずれも単一種感染の場合（小笠ら，１９７０：及

川ら，1975）と全く同一で，混合感染の影響は認められ

なかった．このことは，混合感染におけるオオシスト排

泄のパターンが，単一種感染の場合と同様に，感染様式

および感染数の影響をうけずにほぼ一定であり，したが

って症状の強さとの関連性も認められなかった．

このことは，オオシスト産生におけるCrowding

effectは同種内の感染様式と感染数に対して認められる

がＥ、／e"cJmとＥａｃｅｒＵ"Z伽間には認められないこ

とを示す．これは，両種が鶏腸管内の感染部位を異にす

るためと考えられる．

以上の成績は，できるだけ野外における感染様式に

近い状態を実験室内で試みた実験で得られたものである

が，これでも野外の実態とはかなりかけ離れたものと推

測される．

抗コクシジウム剤の検定において，通常の人工感染を

行うBatterytestに対し，自然感染に近い状態を再現

させる目的から，Floor-pen法(ＢｒｅｗｅｒｃＺａＪ.，１９７０；

結

壼叩

鶏コクシジウムＥａｃｅｒ１Ｍｉ"αとＥ・ｚｅ"e"αの混合

感染における，感染様式（経口１回，経口反覆，飼料添

加連続）ならびに感染数と症状の程度ならびにオオシス

ト産生との関係を検討した．

同一感染数を１回だけ感染させた場合でも，これを数

日にわたり反覆または連続的に感染させた場合でも，臨

床症状および死亡率に著しい差を認めず，したがって，

反覆または連続感染の影響は認められなかった．しか

し，増体重の抑制に対してはその影響が認められ，反覆

または連続感染では１回感染に比べて強く現われた．

初期のある一定期間内における感染総数を同一とし

て，これを１回で感染させた場合よりは，これを数回

（日）に分けて反覆感染あるいは連続的に感染させた場合

の方が増体重抑制の影響は強く現われた．

両コクシジウムの混合感染における症状の強さは単一

種感染で現われる症状の強さの和より強く現われる傾向

にあり，すなわち相乗的な影響が認められた．そして，

混合感染における感染様式ならびに感染数と症状の強さ

との関係は単一種感染のそれとはかなり異るものであっ

た．とくに，増体重の抑制に対しては混合感染と反覆ま

たは連続感染とが相乗的に影響する傾向がみられた．

混合感染におけるオオシスト排泄のパターン（Pre‐

patentperiodOPG値の推移，Patentperiod)は感染

様式および感染数に影響されず，ほぼ一定の傾向を示し

た．

混合感染におけるＥＺｅ"eZmのPrepatentperiod

は６日となり，単一種感染のそれより１日早く，混合感

染の影響が認められた．しかし，ＯＰＧ値とPatent

periodは単一種感染の場合とほとんど同様であった．

ＥａｃｗｗＪＪ/'2αではオオシスト排泄のパターンは単一

（１２）
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Abstract i

EFFECT OF MODE OF INFECTION ON MANIFESTATION OF SYMPTOM

AND OOCYST PRODUCTION IN CHICKEN COCCIDIOSIS

II. MIXED INFECTION WITH EIMERIA ACERVULINA AND E. TENELLA

Hiroshi OIKAWA and Harumoto KAWAGUCHI

{Aburahi Laboratories, Shionogi & Co., Ltd., Koka-cho, Shiga Prefecture, Japan)

Effect of the mode of infection (single, repeated or successive) with mixed species of

Eimeria acervulina and E. tenella on the manifestation of symptom and oocyst production in

the chicken was studied in the laboratory condition as a model for field infection of chicken

coccidia.

When the same number of oocysts per day was inoculated, the effect of the repeated or

successive infection was not found on the severity of clinical symptom and mortality of the

host, but found remarkably on the growth retardation of the host.

When the total nuber of oocysts inoclated during a period of infection (initial 5 days

in this study) were adjusted almost same in all kind of the mode of infection, growth retarda

tion caused by the repeated or successive infection with divided small number of oocysts was

severer than that of the single infection with large number.

It may be suggesued that the mixed infection caused a more synergistic than additive

effect of the both coccidia on the host, which was expected from the single species infection

of the respective coccidia (reported in the previous paper of this series, Oikawa and Kawa-

guchi, 1975).

It comes to a conclusion that body weight retardation of the host responds to a combin

ed effect of three sources, (a) synergistic effect of mixed species (b) repeated or successive

infection, and (c) total numder of oocysts ingested.

The pattern of oocyst discharge, in which the prepatent period, the change of the num

ber of oocysts per gram of feces (OPG) and the patent period were involved, was almost uni

form irrespective1 of the mode of infection and inoculum size of either coccidia.

The prepatent period of E. tenella in the mixed infecnion with E. acervulina was 6

days. This was 1 day shorter than that observed in the single spesies infection. On the

other hand, OPG and the patent period were not affected by the coexistence of E. acervulina.

The prepatent period, OPG and the patent period of E. acervulina in the mixed infec

tion with E. tenella were quite similar to those observed in the single species infection.




